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員は 20 名、参加費は無料であり実際の参加者は 10
名であった。保育は 2 歳以上の未就学児で定員は 6
名であった。
（２）調査の期間、対象者、方法
調査期間は、2013 年 7 月～ 11 月である。講座参
加者は 10 名であったが、全員育児中や妊娠中の女
性達であり、約 5 ヶ月間に及んで協力可能な対象者
は 6 名（3）（A：44 歳・夫・子ども 1 人 2 歳、B：39
歳・夫・子ども 2 人小学生と幼児、C：39 歳・夫・
子ども 1 人 3 歳、D：35 歳・子ども 2 人 0 歳と 6
歳、E：42 歳・ 夫・ 子 ど も 1 人 1 歳、F：44 歳・
夫・子ども 1 人 2 歳）であった。
調査は、①講座参加者が講座中にふり返る、②講
座終了後にふり返る、③講座終了 1 ヶ月後の 2013






























































































































































































型 17、社会関連型 4 であり、「他者に関する気づき」
29 のうち、他者認識型は 6 、影響型は 13、共有型
は１、共感型は 6、家族認識型は 3、であった。社

























































































































































































































































は講座終了 3 ヶ月後の調査で C さんと E さんで生














































タイプ 4  他者に関する気づき→自己に関する気づき
 C さん：　＊影響型→＊共感型→＊自己認識型 　　













タイプ 10  社会に関する気づき→他者に関する気づき→自己に関する気づき→
　 他者に関する気づき
 A さん：　 ＊社会認識型→他者認識型→影響識型→家族認識型→家族関係型 
→＊影響→＊他者認識型→影響型
タイプ 11  社会に関する気づき→他者に関する気づき→自己に関する気づき→
 他者に関する気づき→自己に関する気づき
 D さん：　 ＊社会認識型→影響型→＊家族関係型→＊自己認識型→＊影響型 
→＊家族関係型→自己認識型→＊家族関係型








タイプ 13  他者に関する気づき→社会に関する気づき→自己に関する気づき→
 他者に関する気づき→自己に関する気づき
 F さん：　 共感型→社会認識型→＊家族関係型→共感型→＊他者認識型 
→＊家族関係型




























































































































































































































































































（ 5 ）2002 年 9 月 21 日放送の NHK スペシャル『叫




1 ） Cranton, P. 1992, Working with Adult Learners, 
Wall & Emerson.
2 ） Cranton, P. 1992, Working with Adult Learners, 
Wall & Emerson（＝ 1999　入江直子・豊田千
代子・三輪建二訳 『おとなの学びを拓く』鳳
書房）.
3 ） Freire, P. 1970，Cultural Action for Freedom（＝
1984　柿沼秀雄訳、大沼敏郎補論『自由のた
めの文化行動』亜紀書房）. 
4 ） Mezirow, J. 1981, “A Critical Theory of Adult 
Learning and Education” Adult Education vol.32, 
No.1.
5 ） Mezirow, J. 1998, “On Critical Reflection” Adult 







8 ） Schön, D. A .1983 The Reflective Practitioner: 
How Professionals Think in Action. New York.
Basic Books .
9 ） Stevens, J. O. 1971, Awareness, Real People Press
（＝ 1982　岡野嘉宏・多田徹佑・リード恵津
訳『気づき―ゲシュタルト・セラピーの実習
指導書―』社会産業教育研究所出版部 .
10） 駿河輝和　2011「夫婦の家事時間を決定する
もの」府川哲夫・樋口美雄編『ワーク・ライ
フ・バランスと家族形成』東京大学出版会．
11） 山澤和子　2008「『気づき』からみた女性の
学習と意識変容」日本学習社会学会『日本学
習社会学会　年報４』．
12） 山澤和子　2015『女性の学びと意識変容』学
文社．
13） 山田礼子著　2004『伝統的ジェンダー観」の
神話を超えて：アメリカ駐在員夫人の意識変
容』東信堂．
14） 吉川徹編著　2012『長期追跡調査でみる日本
人の意識変容 : 高度経済成長世代の仕事家族
エイジング』ミネルヴァ書房． 
